国際的な公衆衛生上の危機に対処する保健規則が発効 by 科学技術動向センター & 科学技術動向研究センター





International Health Regulations）を 24 年ぶりに














象をこれまでの上記 3 疾患から、Public Health 

















　WHO 加盟国で PHEIC が発生した場合、下図
に示すように、その発生国の IHR 情報連絡窓口が
WHO に通告し（PHEIC として評価された後 24 時
間以内）、WHO はその通告内容に応じて PHEIC 拡
大防止のための迅速な手段を講じることになって
いる。このような情報収集ルートの明確化により、
WHO は PHEIC 発生国やその他の WHO 加盟国が
実施すべき保健措置に関する暫定的及び恒常的勧
告を出すことができるようになった。その一方で、
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